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令和２年度 文化財防災訓練等実施状況報告 
都道府県名 

高知県 

行 事 名 称 第６７回文化財防火デー  文化財防火訓練 

実施期間・日時 令和３年１月２６日（火） 午後１時５０分～午後３時００分 

実 施 場 所 金林寺境内 （高知県安芸郡馬路村大字馬路４２８１ 

主 催 者 馬路村教育委員会 

■実施内容 

訓練の想定 

金林寺薬師堂内にて蝋燭が倒れて引火し、重要文化財が焼失する恐れがある火災が発生。 

訓練の内容 

①金林寺住職による火災の発見       ⑥馬路村消防団による放水訓練 

②消火器による初期消火          ⑦鎮火 

③１１９番通報              ⑧消火器・消火栓の取扱講習 

④重要物品（模擬文化財）の搬出      ⑨講評 

⑤消火栓を使用した放水訓練 

参加者及び役割分担 

金林寺（１名）・・・・・・・・・・・・火災発見、初期消火、１１９番通報 

日浦地区自主防災会（４名）・・・・・・重要物品の搬出、水消火器・消火栓を使用した放水訓練 

馬路村消防団馬路分団（１０名）・・・・防火水槽からポンプ車を使用した放水訓練、講評 

女性防火クラブ（２名）・・・・・・・・消火器・消火栓の取扱講習 

中芸広域連合消防本部（２名）・・・・・訓練監修、消火器・消火栓の取扱講習 

馬路村教育委員会（４名）・・・・・・・総括、訓練参加（文化財調査委員） 

特に工夫した点 

自主防災会を中心に重要物品の搬出や消火栓からの放水訓練を行った。また、地域住民を対象に消火器・消火栓

の取扱講習を行った。 

問題点・課題 

新型コロナウイルス感染症の拡大に対する不安に加え、天候が良くない中であったため、地域住民の参加が少な

かった。寺と周囲の住宅は距離があるため即時に火災を伝えることが難しく、仕事に出かけている時間帯の火災

であれば、協力できる周辺住民の数が限られる。 

その他 

毎年文化財防火デーに合わせて防災訓練を実施しており、地域住民に防災意識の啓発と文化財保護の重要性を考

えてもらう機会となっている。 

訓練風景 

別添のとおり 




